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1９果樹病害虫の薬剤抵抗性（耐性）対策
課 題名

試験研

究年次

Ｉ目的

薬剤抵抗性ミカンハダ 二に効果の高い殺ダニ剤
分類

61～２年（完了）

①

殺ダニ剤として防除効果が高かったニッソラン剤や、オサダン剤に抵抗性のミ
カンハダニが出現したので、抵抗性系統に効果の高い薬剤を探索する。

Ⅱ試 験方法

ｌオサダン剤抵抗性ミカンハダニー１

(1)試験場所農総試場内

(2)供試品種・樹齢早生温州６年生

(3)試験規模１区１樹３反復（試験２，３共通）
(4)供試薬剤・濃度サンマイト水和剤3000倍、対照：オサダン水和剤3000倍
(5)処理年月日６１年６月１０日

(6)処理量・方法動力噴霧機で十分量を散布（試験２，３共通）
(7)調査方法１樹当たり２５葉上の生存雌成虫数を調査（試験２，３共通】

２オサダン剤抵抗性ミカンハダニー２

(1)試験場所古賀町米多比一般農家圃場
(2)供試品種ｄ樹齢早生温州９年生

(3)供試薬剤ｑ濃度ダートロンフロアプル１０００倍
対照：オサダン水和剤３０００倍

(4)処理年月日６３年９月１３日

３ニツソラン剤抵抗性ミカンハダニ

(1)試験場所：立花町白木一般農家圃場
(2)供試品種‘樹齢早生温州６年生

(3)供試薬剤・濃度ダニトロンフロアブル3000倍
対照：ニツソラン水和剤3000倍

(4)処理年月日２年７月１２日

Ⅲ主要成果の概要

１サンマイト水和剤は、オサＥダン抵抗性ミカンハダニに対して防除効果が高く、
６週間程度の残効がある。

２ダニトロンフロアプルはオサダン抵抗性及びニッ ソラン抵抗性ミカンハダニ

に対して防除効果が高い…残効は１０００倍液で６週間、3000倍液で３週間程度で
ある｡

－２３０－



Ⅳ主要成果の具体的データ

第１表オサダン剤抵抗性ミカンハダニに対する防除効果－１（６１年）

供試薬剤名・倍率散布前６日後１０日後２１日後２９日後４１日後５１日後

ｻﾝ ﾏｲﾄ水和剤３０００１０８００００１２４

ｵｻﾀﾞﾝ水和剤３０００５９２５１１３１２３８３４４７５

無散布６１３３８７１４５２４８４７６

注）数値は１００葉当たりの雌成虫数

第２表オサダン剤抵抗性ミカンハダニに対する防除効果－２（６３年）

供試薬剤名個倍率散布前６日後１１日後２２日後３２日後４２日後

ダニトロンフロアフ・ルｌＯＯＯｌ２２０００１０

ｵｻﾀﾞﾝ水和剤２０００６１７１２１２８１７２３５２

無 散布１２１３５５６８８２１６３７９

第３表ニツソラン剤抵抗性ミカンハダニに対する防除効果（２年）

供試薬剤名・倍率散布前６日後１１日後２２日後３２日後４２日後

ダニトロンフロアブル３０００１５３１２３８４０７９

ﾆ ﾂｿﾗﾝ水和剤３０００８４３４５２６９２５９２２７２５６

無散布２２７４４８２ ４ ８ ３ ６ ７ ２ ５ ７ ２ ６ ７

Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

１ 薬 剤 抵 抗 性 ミ カ ン ハ ダ ニ の防除が可能となる。

２４年度福岡県果樹病害虫防除基準に採用の予定である。

３抵抗性系統の出現を遅延させるため牡次の点に留意する。

（１）新剤の年間使用回数は１回を厳守する。

(2)マシン油剤を組み入れた防除体系とする。

Ⅵ今後の研究上の問題点

薬剤抵抗性ミカンハダニの出現を防止する防除体系の確立

Ⅶ資料名

61年度、６３年度、２年度福岡県農業総合試験場生産環境研究所果樹病害虫関

係試験成績書
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